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地区で 1 回，2017 年に H 地区，M 地区，S 地区で
各 1 回の開催をしてきた．2018 年には，S 地区で 2



























































携し，主に 2 地区（M 地区，S 地区）で不定期開催
するに至っているのが現状である．







ら，M 地区は A 町の CCRC の開発の中心地となっ





















とが，A 町 CCRC 構想から見ると望ましいという
ことだろう．






































































































































































































　本稿では，CCRC の整備を進めている A 町の「ま
ちの保健室」活動について，現段階で地方創生と












































４）鳥取県：平成 28 年度 福祉保健部『みんなで取
り組む「まちの保健室」事業』，鳥取県，2016，
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2-3．
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